ニューメキシコ州 DV 被害者のための公的・私的支援
ここでは、米国政府から受給できる公的扶助の種類、受給資格、申請に関する案内等をご紹介 します。
米国の公的扶助制度と申請特別枠 
米国政府が提供する公的扶助制度には、貧困家庭向け臨時補助（Temporary Assistance for Needy
Families ‐TANF）、フードスタンプ、医療保険（Medicaid, Medicare）社会保険制度（SSI）、障
害者保障制度、失業手当など様々なものがあります。一般にこれらの公的扶助は、米国市民向
けの保障制度で、移民者には受給資格がありませんが、以下に該当する人には例外的に公的扶
助の受給が許可されています。（「Qualified Immigrant または Qualified  Alien‐資格保有移民者」
と呼ばれます。）ドメスティック・バイオレンスによって被害を受けた移民やその子供も、こ
の資格保持者に該当します。
Qualified Immigrant（または Qualified Alien）‐資格保有移民者：
•
永住権保持者
•
難民、亡命者
•
国外退去命令が取り除かれたもの
•
キューバ、ハイチからの入国者
•
人身売買被害者
•
米国市民または永住権保持者から，暴力や虐待を受けた米国市民権または永住権を有し
ない配偶者若しくは子供で、VAWA に基づく移民局への永住権申請をして審査中もしく
は承認を受けた者。
•
米国市民または永住権保持者である親から，暴力や虐待を受けた子供の米国市民権又は
永住権を有しない親，若しくは，暴力や虐待を受けた配偶者の米国市民権または永住権
を有しない子供で、VAWA に基づく移民局への永住権申請をして審査中もしくは承認を
受けた者。
＊VAWA（Violence Against Women Act）とは、DV 被害者のための移民救済法で、暴力や 虐待を受けた移民被害者は、配偶者に頼らず永住権の自己申請ができます。
資格保有移民者に関する情報は、こちらをご参照ください。
http://aspe.hhs.gov/hsp/immigration/restrictions-sum.shtml
また、この他にも非移民犯罪被害者向けの特別滞在資格措置（U-Visa）も設けられています。
U-Visa（U ビザ）とは？
DV や性犯罪などの被害を受けている非移民者は、U ビザと呼ばれる長期滞在ビザを申請するこ とが可能です。U ビザの滞在資格期間は、通常 4 年です。資格対象者は、下記の通りです。
（１）U ビザ申請者が特定の犯罪（DV、性犯罪、人身売買など）の犠牲者であり、
その結果として身体的あるいは精神的損害を受けたこと 。
（２）申請者が当該犯罪行為に関する情報を持っていること 。
（３）当該犯罪の調査、起訴を行うにあたり、申請者が今まで手助けになってきたこと。 あるいは、今後手助けになること、または手助けになる可能性が高いこと 。
（４）当該犯罪行為が米国の法律に反していること。 
あるいは、米国内において起きた行為であること。
このようなビザの発給を受けている非移民者も、暫定的に公的扶助を申し込むことが可能です。
U ビザに関する情報はこちらをご参照ください。
http://www.uscis.gov/humanitarian/victims-human-trafficking-other-crimes/victims-criminal-activity-u-nonimmigrant-status/victims-criminal-activity-u-nonimmigrant-status

http://icwclaw.org/victim-benefits/
子供が米国市民権を持っている場合
子供が米国市民権を持っている場合、親の移民ステータスに関わらず子供は公的扶助を受ける ことが可能です。
例えば、公的扶助を申請する子供の親が資格保有移民者（Qualified Immigrant）で、市民権を有 する子供が 2 人いる場合、公的扶助の支給額は「家族構成 3 人」として計算されます。一方、 親が資格保有移民者でない場合には、公的扶助の条件を満たしていないため、公的扶助は「家 族構成 2 人」として支給額が計算されます。
暴力・虐待の被害者のための免責措置（Family Violence Option‐FVO）とは？
政府の支給する貧困家庭向け臨時補助（TANF ）の受給資格条件として、受給者は通常週 35 時間相当の就労（もしくは職業訓練）活動や養育費の申請を行うことなどが義務づけられていますが、1996 年の福祉法の改正で制定された Family Violence Option（FVO）により、申請者が暴力や虐待の被害者である場合は、この受給条件から免除されるようになりました。DV の被害者は仕事場の住所を加害者に知られると、出勤することが危険につながる可能性や養育費を申請することで被害者の身元が加害者に知られる危険を防ぐためでもあります。この免責期間は、福祉局のスタッフから定期的に査定を受け、延長もしくは終了が決定されます。
現在、在デンバー総領事館の管轄である、コロラド、ニューメキシコ、ユタ、ワイオミングの 全 4 州は、この FVO を採用しています。
緊急医療保険（Emergency Medicaid）とは？

政府支給の医療保険メディケイドには、「緊急メディケイド」という特別な医療保険がありま す。通常のメディケイドの支給が米国市民権や永住権の保持者または資格保有移民者に限られ ているのに対し、緊急メディケイドは、別の支給条件があります。メディケイドが長期的な医 療保険であるのに対し、緊急メディケイドは、「一時的な医療問題」を支援するために即座に 発行される短期医療保険です。
もっとも一般的な例は、妊娠した女性のための通院および出産にかかる費用負担ですが、それ 以外にも「身体的機能の損傷や健康を著しく害すると判断される急性症状の治療」のために発 行される場合もあります。
また、2010 年の医療保険制度改革法成立に伴い、政府から従来のメディケイド制度に加え、低 所得者に医療保険料の一部を負担するようになるなど、政府からの医療費の負担援助も比較的 容易に得られるようになりました。
詳しくは、各州のメディケイド担当事務所にご相談ください。 
ここまでの内容は、連邦政府の管理する公的扶助情報サイトから抜粋しました。原文のサイト
へのリンクは右をクリックしてください。http://www.benefits.gov/benefits/browse-by-state
以下はニューメキシコ州における政府公的扶助の内容をご紹介いたします。
1.  貧困・低所得者層への一時支援（TANF/NM Works）
New Mexico Works は、低所得者の家族およびその子供に対して、現金支給および職業訓練や就 業斡旋などのサービスを通して貧困家庭の経済自立を支援する、ニューメキシコ州の TANF プ ログラム名です。受給額は家族の構成員数や収入などにより決定されます。
•
詳しくは、ウェブサイトをご覧ください。
http://nmpovertylaw.org/?page_id=97#APP
•
申請に関しては、受給対象を決定するため入力が下記福祉局のサイトから行えます。
http://www.hsd.state.nm.us/LookingForAssistance/apply-for-benefits.aspx
2.  子供の医療保険（New MexiKids and New MexiTeends）
New MexiKids and New MexiTeends とは、19 歳未満の子供を対象とした支援医療保険プログラム で、一般治療、入院、診察の他、歯科治療もカバーされます。
ウェブサイト：
http://www.insurenewmexico.state.nm.us/NewMexiKidsandTeens.htm 
お申し込み：
http://www.hsd.state.nm.us/mad/pdf_files/WDI/10-01%20mad%20app%20form.pdf お問い合わせ：1-888-997-2583
3. 食糧支援プログラム（New Mexico Supplemental Nutrition Assistance Program‐SNAP）
低所得者に対して栄養価の高い食糧を提供します。受給資格者は、EBT カードを利用して協力参加している一般のスーパーや商店などで購入ができます。
•
お申し込み：http://www.hsd.state.nm.us/LookingForAssistance/apply-for-benefits.aspx
•
お申し込み、お問い合わせ等：
1-888-473-3676
http://www.hsd.state.nm.us/LookingForAssistance/Supplemental_Nutrition_Assistance_Progra
m
SNAP_.aspx
4. 子供の就学支援：ヘッドスタート（New Mexico Head Start）
３～５歳児を対象とするヘッドスタートと、妊婦や乳幼児を対象としたアーリー・ヘッドスタ ートがあり、低所得層の家庭への教育、健康、栄養、福祉サービスを総合的に提供しています。 また、親の積極的な参加もプログラムに組み込まれ、親への福祉サービスも充実しています。
ヘッドスタートウェブサイト：http://www.nmheadstart.org/
の他にも、州政府の青少年家庭局では、幼児教育やケアを提供するサービスの紹介も行っています。詳しくは、下記のサイトをご覧ください。
青少年家庭局ウェブサイト：http://cyfd.org/child-care-services
5．光熱費支援プログラム：New Mexico Low Income Home Energy Assistance Program (LIHEAP)
受給資格のある低所得家庭に対し、夏と冬の光熱費の一部負担を行っています。また、光熱費 などの削減を目的とした、家の断熱工事も支援しています。断熱工事費用負担の対象は主に低所得者だが、高齢者、障害者、小さな子供のいる家庭なども対象となっています。
ウェブサイト： http://www.hsd.state.nm.us/LookingForAssistance/Low_Income_Home_Energy_Assistance_Program.as px
お申し込みに関するお問い合わせ： 1-800-283-4465
6．医療保険（メディケイド） 
低所得者家庭や障害者などに対して医療ケアの提供や保険料を負担してくれます。支払いは、医療行為を行う医者や病院へメディケイドから直接支払われます。処方薬もメディケイド保険に適用されます。
ウェブサイト：http://www.medicaid.gov/Medicaid-CHIP-Program-Information/By-State/new-mexico.html
7．学校給食プログラム（New Mexico School Breakfast and Lunch Program）
このプログラムは、公立、私立または託児所に通う高校生以下の子供たちへ栄養価の高い食事 を朝と昼に無料もしくは低価格で提供されます。プログラムの受給対象者は、低所得家庭のほ か、知的・身体的障害児や孤児院や少年院なども含まれます。
ウェブサイト：http://www.ped.state.nm.us/nutrition/ このプログラムに関するお問い合わせ（州政府学生栄養課）：505-827-1821 申請手続きは、各学校の給食担当職員に直接申し込むか、各学校機関（または学校区）のウェブサイトから行うことができます。
8．母と子のための栄養補充プログラム（New Mexico Special Supplemental Nutrition Program for
Women, Infants, and Children‐WIC）
このプログラムは、妊婦や母乳で子育てをする母親、また専門家に健康のリスクを指摘された 乳幼児に対して、教育支援、栄養補充、また医療プログラムへの紹介などのサービスを提供し ます。栄養を補充するために必要な食品（粉ミルク、乳製品等）の購入のための小切手も定期 的に支給されます。子供は 5 歳未満の未就学児までが対象です。
ウェブサイト：http://nmwic.org/
申し込みに関するお問い合わせ（州政府健康局）：1-800-280-1618
9．夏期食糧支援サービス（New Mexico Seamless Summer Food Service） 
夏休み中、受給資格のある高校生以下の子供たちに食事を配給します。学校が休みの間も、子
供たちが学習したり、遊んだり、成長するために必要な栄養を得られるように、一部の学校を
開放し、朝食や昼食を提供しています。
ウェブサイト：http://www.ped.state.nm.us/nutrition/applicationAgreements.html または、http://bestpractices.nokidhungry.org/free-summer-meals-kids 
電話番号（州政府学生栄養課）：505-827-1821
10．失業保険（New Mexico Unemployment Insurance） 
ニューメキシコ州の失業保険受給資格者に対し、一時的経済支援を行います。
 情報案内：http://www.dws.state.nm.us/
電話番号：505-841-4000

DV 被害者のための支援機関（公的・私的機関両方含む）
１．法律相談、裁判支援サービス等
New Mexico Asian Family Center
アジア人向け DV・性犯罪被害者支援プログラム。月に一度弁護士が法律相談にあたっています。 日本人ケースワーカーやカウンセラーによる日本語サービス可。被害者へのサービスは無料。
TEL: 505-717-2877 http://nmafc.org/
NM Legal Aid
一般利用者向けに DV 問題、離婚等の法律クリニックや無料アドバイスを行うほか、弁護士(家 庭法のみ)の紹介も行っています。州内に 10か所の事務局が設けてあります。
•
DV ヘルプライン：505-243-4300 または 1-877-974-3400 (Mon-Fri 10 am – 4 pm)
•
弁護士の相談窓口： http://www.lawhelpnewmexico.org/
•
NM Legal Aid メインページ： http://www.nmlegalaid.org/
•
NMFLAG (New Mexico Family Legal Assistance Group)
Legal Aid と同じく DV の被害者の保護命令、裁判、親権、養育費など家庭法の問題を扱ってく れます。必要に応じて電話通訳を使ってくれます。
http://www.nmflag.org/domestic_violence.html
Catholic Charities of Albuquerque (Center for Immigration and Citizenship Legal Assistance)
VAWA: Violence Against Women's Act から資金援助を受け、DV 被害者や不法滞在の移民法支援を 無料で行っています。電話による通訳も可能です。
永住権申請中に DV のため離婚する場合では結婚が１年以上で偽装ではなく本当の夫婦関係に あった事を結婚式の写真や招待状、納税証明などで証明できる場合は、米国人夫のスポンサー がなくても自分で永住権の申請が可能です。しかし、その場合、Foodstamp などの公的支援を 受けていない方が有利になります。犯罪被害者のための U ビザを申請する場合は警察の捜査に 協力した証明書が州警察から発行してもらう必要があります。
http://www.immigrationadvocates.org/nonprofit/legaldirectory/organization.393121- Catholic_Charities_of_Albuquerque_Center_for_Immigration_Citizenship_Lega
Law Access New Mexico
低所得者層向けの様々な法律相談に応じています。
•
http://www.lawaccess.org/
•
505-998-4529 （アルバカーキ市内）
•
1-800-340-9771（NM 州内）
２．シェルター、メンタルケアサービス等支援団体
DV 被害者やホームレス向けのシェルターは国籍を問わず、無料で利用することができます。 施設は教会や NPO、ボランティア団体などにより運営され、宿泊、食事、衣料品の提供に加え職業訓練や専門家によるカウンセリングサービスも提供するところもあります。医療に関しては、医師、PA（フィジシャン・アシスタント）や NP（ナース・プラクティショナー）がボランティアで行ったり、公的機関が提供したりしています。
New Mexico Asian Family Center
アジア人向けサービスが犯罪被害者から適応障害に至るまでアジアの言語で受けることが可能 です。日本人のケースワーカーが一人、日本人のカウンセラー（庄司むつみさん）が担当。無 料の家庭法相談も月１回開催しています。犯罪被害者は VOCA(Victim of Crime Act)基金により無 料でサービスが受けられます。ほとんどのサービスが無料です。健康保険を通じて心の悩みを 相談するカウンセリングも可能です。
http://nmafc.org/
128 Quincy Street NE, Albuquerque, NM 87108
505-717-2877
情報提供者：園田京子氏
Albuquerque Family Advocacy Center (AFAC)
ニューメキシコ州の犯罪被害者のための包括的な支援団体。DV 被害者や性犯罪被害者のほか、 虐待を受けた子供へカウンセリングを提供したり、物的証拠写真の保管や医療治療、また、家 庭法弁護士や移民法弁護士による法律相談にも応じている。NM Asian Family Center とも連携し ており、通訳の手配も可能。こうした One-stop-shop（包括的支援団体）は Family Justice Center として全米や海外にも広がっています。
http://www.cabq.gov/police/albuquerque-family-advocacy-center
アルバカーキの特徴は、同じ建物の同じ階にアルバカーキ警察の対人犯罪課があることです。 DVや性犯罪で法的な手続きを取りたいと決めた被害者はすぐ隣りで警察に通報する事が可能で す。AFAC では以下のサービスが無料で受けられます。
•
２４時間３６５日開いていますので、NM Asian Family Center が閉まっている時間帯で助 けを求める場合にも、法廷証拠（傷、怪我、精液、皮膚など）を確保する上でも、子供 の性犯罪の証拠を確保する上でも利用できます。センターの中に日中は地方裁判所の支 所があるので、Protection Order（一時的）の申請がその場で可能です。
•
SANE では性犯罪被害者の妊娠の防止薬や性病検査も無料で行っています。
Sexual Assault Nurse Examiner (SANE) ： 法廷証拠の収集と診察
http://www.abqsane.org/
•
CVRC では犯罪被害者の受けた損害賠償（壊れためがねの修理やカウンセリングにお金 が掛かった場合の費用、働けなかった期間の給与保障）など受けることが可能です。外 国に住む被害者の親のカウンセリング代も保障される可能性もあります。パントリーも あるので DV の現場から着替えもなく飛び出した人へも洋服や食料を提供できます。 Crime Victims Reparation Commission (CVRC)：賠償請求
http://www.cvrc.state.nm.us/brochure/brochure.html
•
DV Resource Center (Resources Inc) は、歴史の長い DV 支援団体で独自の法律サービスは 被害者のケースワーク支援を行っています。
Advocacy Service：DV Resource Center
http://

HYPERLINK "http://www.dvrcnm.org/" \hwww.dvrcnm.org/
•
Rape Crisis では性犯罪専門カウンセラーからカウンセリングが受けられます。英語スペ イン語のみですが、ほかの言語は通訳をつけることが可能です。
Rape Crisis Central New Mexico：性犯罪被害者支援
http://rapecrisiscnm.org/
情報提供者：園田京子氏
New Mexico Coalition against Domestic Violence
ニューメキシコ州行政局との協力により DV 被害者に安全を確保するための情報提供やシェル ターの手配などの援助を行っています。
http://www.nmcadv.org/
505-246-9240 (Mon-Fri 8am-4pm)
S.A.F.E. House
アルバカーキ市内および近郊にある DV 被害者向けシェルター
http://safehousenm.org/
Crisis Line (State) 1-800-773-3645
DV Hotline (Nation) 1-800-799-7233
PO Box 25363
Albuquerque, NM 87125
Esperanza Shelter for Battered Families, Inc.
サンタフェ市にあり、24 時間対応の DV 被害者向けシェルターおよびカウンセリングサービス
http://www.esperanzashelter.org/services.html
Crisis Line: 1-800-473-5220
Santa Fe, NM 87505
Office: 505-474-5536
La Casa, Inc. Las Cruces
国籍、性別、性的嗜好いっさいを問わず、DV や性暴力被害者向けのシェルターや保護活動を行 っています。
Las Cruces, NM 88004
505-526-2819
YWCA Wings.org
YWCA では DV 被害者のためのシェルターの提供や、DV についてのビデオを紹介しています。 下記のリンクから、ニューメキシコ州で利用可能なシェルターを見つけることができます。
http://www.ywcawings.org/newmexico-domestic-violence-shelters.html


